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認定NPO法人フローレンス インクルーシブ・テックPJ



インクルーシブ・テックフェスタ2026　概要



インクルーシブ・テックPJが目指すこと

テクノロジーの活用が一般的となり、障害の有無に関係なく
「一緒に遊び」「一緒に学び」「一緒に活動する」

という“新しいあたりまえ”をつくる

昔、メガネが高級品で広く一般に普及していなかった頃、近視や遠視は視力障害
の一種でした。ところが今や、メガネやコンタクトレンズの活用はあたりまえに

なり、近視や遠視が障害だという認知はなくなっています。
当プロジェクトでは、メガネのようにテクノロジーの活用が一般的になり、

障害の有無に関係なく、ごちゃまぜでいることが当たり前の
社会の実現を目指し、活動を行っています。



”ごちゃまぜの世界”を実現させるための場づくり
本イベントでは以下の3つの要素を満たす設計を行っています。

障害の有無に関係なく
「一緒に活動ができる」

ことを知る

テクノロジー

障害によって生じる困難を補う

専門的な支援者
（作業療法士）

1人ひとりの身体に合わせて
テクノロジーの

フィッティングを行う

自然に交流が
できる場



2026年度に向けて考えていること

インクルーシブ・テックフェスタ2026（仮）の意義

● テクノロジーの活用により、こどもたちの世界（遊びの幅、出会う人、できること）
が広がることを体感できる

● 障害当事者と非当事者が「ともに遊ぶ」体験を通してお互いの理解を深めるきっかけ
になる

パラeスポーツフェスタ2025から進化させたいところ

● インクルーシブ・テックの活用で、ゲーム以外の領域でもお子さんの世界が広がるこ
とを体感してもらう
○ クリエイティブ体験
○ 日常生活におけるテクノロジーの活用方法の提案

● 参加されるご家庭のきょうだい児も思い切り楽しめる・繋がりを持てる場にする



インクルーシブ・テックフェスタ2026　コンセプト

「楽しい！」は、すべての原動力。

こどもたちの世界が広がるテクノロジーと
出会う場所

～ゲームから日常生活での応用まで～

遊びを通して「ともに活動する」が
自然に生まれる場所

～大人もこどもも、きょうだいも～



イベント概要

イベント名 インクルーシブ・テックフェスタ2026～あそぼう！つくろう！つながろう！～

日付 2026年8月6日（木）
【第1部】12:30受付開始、14:30終了【第2部】16:00受付開始、18:00終了

場所
大崎ブライトコアホール　https://osaki-hall.jp/
〒141-0001 東京都品川区北品川5丁目5-15 大崎ブライトコア3F
JR・りんかい線大崎駅　徒歩5分

対象者
肢体不自由のあるお子さんとご家族
● 対象のお子さん60名＋きょうだい（2部制、各部30名ずつで検討中）
● お子さん1名につき同伴者5名程度

コンテンツ（予定）

ブース
● ゲーム体験コーナー
● クリエイティブ体験コーナー
● 日常生活に活かせるテクノロジー体験コーナー

ステージ
● ゲームで対戦、交流イベント　など

https://osaki-hall.jp/


主催 ● 特定非営利活動法人フローレンス（事務局）
● テクノツール株式会社（インクルーシブ・テック提供）

イベント関係者
現時点では、以下の通りを予定しています。

● 企画アドバイス：株式会社アシテック・オコ
● 企画・制作：株式会社JCG
● パートナー：DAIKO XTECH株式会社／日本オラクル株式会社／PagerDuty株式会社
● 協賛：花王株式会社／花王ハートポケット倶楽部／公益財団法人 小林製薬青い鳥財

団
● 協力：サントリーホールディングス株式会社／一般社団法人東京都作業療法士会

関係者



準備スケジュール

時期 タスク

１～３月 ・会場の選定・契約
・制作会社の選定・契約
・イベント概要・コンテンツ概要の決定

３～４月 ・関係各社との協力体制確定・契約書の締結・コンテンツ企画

５月 ・コンテンツ企画概要決定
・告知物の制作

６月 ・参加者募集
・作業療法士ボランティア募集
・企業ボランティア募集
・見学者誘致

７月 ・ロジの確定・必要物の準備
・ボランティア保険加入対応

８月 ・イベント開催
・アンケート回収・分析
・運営者振り返り

９月 ・広報動画納品



コンテンツ・レイアウト（5/13時点）



大崎ブライトコアホール内観（メインホール）



大崎ブライトコアホール内観（ホワイエ）



● ぷよぷよeスポーツ
● 太鼓の達人ドンダフルフェスティバル
● スイカゲーム
● ソニックレーシング
● Sky
● みんなのゲームラボ

利用ゲームタイトル（5/18時点）



ボランティアについて



期待役割と募集人数

分類 人数 期待役割

作業療法士 33名（必須） ■イベント開始前：設営準備サポート
■イベント開始後：参加するお子さん（各部30名ずつ予定）を１人ずつ担当し
ていただき、お子さんが体験したいコンテンツに適したテクノロジーのフィッ
ティングを行う

作業療法学科の学生 先着20名 ■イベント開始前：設営準備サポート
■イベント開始後：各ブース（ゲームブース15箇所、iPad、3Dプリンタ、おも
ちゃ・日常生活系）についてもらい、ブースに来たお子さんのブース体験に必要
なセッティングやサポートを行う

企業ボランティア（大
人・こども）

60名程度 ※1部、2部でメンバー入換想定（一部、通し参加発生する可能性あり）

■イベント開始後：各ブース（ゲームブース15箇所、iPad、3Dプリンタ、おも
ちゃ・日常生活系）についてもらい、ブースに来たお子さんのブース体験に必要
なセッティングやサポートを行う



OT・学生ボランティア募集について

● 6/1(月)～6/14(日)でボランティア募集のご協力をお願いいたします
● 募集に際しての条件は以下を予定しています（募集チラシ掲載）

● 募集チラシは準備完了次第お送りします
● 学生については人数が集まらなくても問題ない配置としています
● OTの人数が足りない場合は、アシテック・オコなど関係者伝手でのお声がけ

を予定しています

分類 人数 時間 お弁当 ボランティア保険 往復交通費

作業療法士 33名（必須） 1日通し参加前提
（10：30～18:00）

あり フローレンスにて手続き 実費支給（上限5,000円、
10円未満切り上げ）

作業療法学科の
学生

先着20名 1日通し参加前提
（10：30～18:00）

あり フローレンスにて手続き 実費支給（上限1,500円、
10円未満切り上げ）



参考資料



過去の開催レポート
2025年8月開催：パラ・eスポーツフェスタ2025

● 動画：https://youtu.be/hrM5zuc-7io?si=O0H-bP5MtTHKxHxV

2024年8月開催：パラ・eスポーツフェスタ

● 動画：https://youtu.be/beEkv8IdQN0?si=gG-QVi_YgLn7o5H1

https://youtu.be/hrM5zuc-7io?si=O0H-bP5MtTHKxHxV
https://youtu.be/beEkv8IdQN0?si=gG-QVi_YgLn7o5H1


メディア掲載実績（2024年度）
● 「障害児におけるテクノロジーの可能性を地方の年配の方

にも届ける」を目標にTVを中心としたメディアにアプ
ローチ。主に取り組みの意義を伝えた。

● 日本テレビ・朝日新聞・共同通信・real soundが取材

● TV・新聞・WEBで計13本の報道



メディア掲載実績（2025年度）

● NHK・フジテレビ・朝日新聞・共同通信・ゲーム
ライター・セガ社内報担当者が取材

● TV・新聞・WEBで計49本の報道



受賞歴：JACEイベントアワード

選考委員コメント
障害のある人や、障害児のいる家族は、福祉イベント以外で
の「みんなと一緒に遊ぶ、楽しむ」という、そんなシンプル
なことが難しい現実がある。それを可能にするのがテクノロ
ジーだというということは福祉業界では認識されていたが、
それを広く伝えるイベントである。そこに、学生さんなどの
若い人たちが参加していることに、これからの大きな展望が
ある。（東ちづる選考委員）

一般社団法人日本イベント産業振興協会(JACE)主催の、国内外の優れたイベントを表彰する
「第11回JACEイベントアワード」にて「学生・NPO・各種団体・個人部門」ゴールド賞を受賞！


